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訓育過程の組織方法論（そのｓ）
－人間の社会化と協働過程の組織化一
山本敏郎
（広島大学）
Ｉはじめに－発達における個性化と社会
化の問題
教育，教育方法思想の傾向を二つに大別すれば，個
別化（個性化）と社会化に分けることができると一般
に思想史研究のなかで承認されている。現代の教育実
践は個別化と社会化の関係をどう捉えるか，というと
ころに課題をもっており，両者はそれぞれ独自の性格
を有しながらも，様々な傾向はあるが統一される傾向に
あるといえる（⑦－６２～63頁参照）。
また教育実践の基底にある発達観においても個性化
と社会化の問題が存在する。発達観における個性化と
社会化との関係は，人間が社会との相互作用のなかで
どう発達するかを捉えるさいの裏表の関係である。た
とえばワロンの場合，子どもをその誕生以来，おとな
の援助なしに生活することができず，自らの欲求を充
たすために周囲の人々との交流を必要とする存在であ
ると捉え，その発達をこうした状態から抜け出して自
立していく「個性化」と考えた。これに対しピアジェ
は子どもは最初は自分が世界の中心であるようにふる
まう自己中心的な存在であり，彼と外界とは未分化で
ある。よって彼の発達とはこの自己中心性を抜け出し
て自分と同じ可能性を他人にも認めていく「社会性」
と捉えた。むろん，この二つの立場は発達における二
つの側面である，と考えなければならない。
しかし，従来の社会化理論をみれば，社会化とは社
会．集団がもつ価値・規範を個人が内面化し，社会・
集団の求める行動をとり，社会・集団の効果的成員と
なる過程だ，と一般には言われている。つまり「社会
化とは人間の文化・社会への適応」であり，そこには
「社会や文化規範，文化体系に適応する受動的存在」
（③－s、２４４）という人間観がある。
こういう状況下にあって，社会化の概念を個性化と
統一的な概念として，つまり，両者を発達における両
側面と把握し，人間の発達を保障していく理論が構築
されなければならない。本論文では，社会化概念を個
性化概念との弁証法において捉え，社会化＝個性化の
過程としての，集団における協働過程の組織原則を明
らかにしたい。
Ｉ人間の社会化過程の基礎理論
１．発達における対象化と習得の弁証法
人間が自然的・社会的環境との能動的対決をとおし
て人格へとなる過程について述べるには，人間の類と
しての生物学的構造とその社会化}てたいする影響につ
いての考察を前提とする。
人間の生活は､b物のそれと同じく，酸素，水等の無
機物，有機物を摂取しようとする欲求，外からの有害
な影響から身を守ろうとする欲求，類を繁殖させよう
とする欲求などの有機的な基本欲求にもとづいている。
こうした基本欲求を充足させるために，人間にも動物
と同じく生物的調節のメカニズムが生得的にそなわっ
ている。しかし，動物はその全行為が生得的メカニズ
ムに固定的に決定されているのに対し，人間において
は，調節機能は生物的機能に限られている。したがっ
て，人間が有機的欲求を充たそうとすれば，それに必
要な行為が学習されなければならない。この学習こそ
個体発生の主要なメカニズムなのであり，社会化も本
質的には学習過程を土台としている（Vgl.②-8.60f､)。
人間は創造的存在である。人間は彼の欲求の対象を
生産しながら，それを自分自身の身体的諸力，精神
的・知的能力のなかに具体化する。人間は自分自身ま
たは少なくともその一部を自然や社会（環境）に対象
化する。ある社会の発展段階において人間によってつ
くりだされたあらゆる諸対象の総体は，人間の心理・
意識の発展状況と発展法則を反映している。人間が自
然や社会との対決によって達成した成果は，産業，技
術，科学，文化等として対象化された諸形態のなかに
止揚され，そのつど後に続く世代にひきつがれる。こ
の伝達過程に人間的「継承」という人間独自の歴史を
みることができる。後に続く世代はこの成果を習得し
なければならない(VgL,②-8.62)｡すなわちア･エヌ・
レオンチェフもいうように対象化と習得との「こうし
た不断に能動的な過程によってのみ，個人は，人類の
社会的・歴史的発展から得られた，そしてまた客観的
に対象的形態となっている真の人間的本質，その諸特
性，諸能力を実現することができるのである｡｣(④－s．
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２３Ｍ)人間の学習とは，それをとおして社会化がひき
おこされるのであるが，対象化と習得の弁証法におい
て実現するものである。以下，人間と環境の相互作用
の三つのレヴェルから人間の社会化をみてみたい｡
２．「有機体一環境」関連における社会化
人間はもっとも高度に発展した自然として環境と対
立している。自然的存在としての人間の生物的調節シ
ステムの諸特性と外界の物理的・化学的刺激との関連
がここでは問題とされる。
有機体の生物的調節機能は一定程度までは外界に対
し自律性を保っている。体温は外界の温度と均衡状態
にある。外界の温度の変化は有機体の熱調節系に変調
として現われ，均衡を回復しようとする有機体のメカ
ニズムを作用させる。そのさい外的変調は，’1,lbをひ
きおこすが調節形態を変えることはなく，せいぜい調
節メカニズムの強弱を左右するにすぎない。
しかし，こうした有機体の生物的調節機能を絶対化
することはできない。中枢神経系に関する現代の心理
学は有機体の生物的諸システムの樋能の自律性が相対
的であることを明らかにしている。つまり，一定の限
界内での変調に対しては自律的であるが，限界をこえ
た変調に対してはそれを克服するために，より高次の
システムの調節機能と結びつかざるをえないのである。
嘔吐は食べられない物，有害な食物に対する有機体の
反応であるが，馬肉を嫌いな人がそうと知らずに馬肉
を食べた場合，後にその事実を知らされたら，体内に
馬肉が残っていなくても嘔吐が生じる。これは'情報に
よって高次系列の調節機能が作用するからである。
したがって，社会化という視点から「有機体一環
境」関連をみてみると，人間の生物的反応も社会的に
規定されている，ということができる。すなわち，社
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会的影響，外的刺激は有機体の「調節特性を形造るの
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ではなく，現存の諸法則性を変化させ，あるいは複合
的行為の全体と統合させる」（②－s､67.傍点はヒー
プシュ）のである。こうして有機体の能動性が形成さ
れるのである（Ｖ91.,①－s､24）。
３．「主体一客体」関連における社会化
人間は有機体としてのみならず，それと同時に行為
や認識の主体として，自然や人間がつくりだした諸対
象と対立する。ここでいう客体には物質的生産物だけ
でなく，理論的，文化的，芸術的活動の諸成果も含ま
れるのはいうまでもない。人間は「環境と教育の所
産」としてはたしかに客体的存在である。だが同時に
活動をとおして環境をつくりだし，習得する主体的存
在でもある。
知覚を例にしてこれをみてみよう。この点でも生得
的な分析器系の調節特性がその基礎となってはいる｡
しかし，この調節特性は視覚対象との感性的・実践的
交流によって発達するのである。たとえば環境空間に
は「直角」を示すものが数多く存在する。網膜上には
この角は斜角（鋭角，鈍角）として投影されるにもか
かわらず大ていの場合，直角として知覚される。この
事実は，環境空間の直角性は高度な文明発展の産物で
あるということを表わしており，「直角性への傾向」
は人間がつくりだし，対象化した物的環境の直角性の
習得なのである。
このレヴェルでの社会化について重要なことは，行
為・認識の主体としての人間と，客観的な社会的に対
象化された世界との相互作用において，個人の内的諸
条件が生じるのであり，この総体が社会化の過程で人
格を形成するということである（Vgl.,②－s､72）。
４．「人格一社会」関述における社会化
対象化と習得との弁証法によって生じる社会化はこ
のレヴェルにおいて最も複雑で，多次元的に認められ
る。そして第一のレヴェルの社会化も，第二のレヴェ
ルの社会化もこのレヴェルに統一的に現われる。
このレヴェルにおける本質諸力の対象物は一定の社
会柵造である。たとえば階級，制度，機榊，価値体系
行動規範，機能・役割，表象，立場，習慣等である。
さらにこれらはその複合体のなかに，個人が彼の生存
のために獲得しなければならない社会生活の行動様式，
欲求，教訓，規範等を形造る（V91.,②-8.78s.）。人
間にとって社会とは，彼の発達に必要なものが「でき
あい」の形で対象化されたものであり，生産様式，社
会的諸関係，価値体系等の総体としての人格形式の基
準系(Bezugssystem）を構成するのである。
人間は社会的実践のなかで人間相互の関係をとり結
び互いに人格として立ち現われる。個人の活動はいか
なる条件下にあっても，いかなる仕方においても，ま
たいかなる目的の下でも，諸個人がその欲求にもとづ
いて必然的に結合しておこなう共同活動である。こう
した意味で，実践を士台にした人格相互の普遍的連関
の総体が社会なのである（V91.,②－s､１３f､）
以上の考察から人間の本質規定として次の二点が確
認される（②－s､53,54f､）
(1)人間の歴史的・個体的発達は「それが『ホモ・サ
ピエンス』という生物学的有機体を媒介として実現
されることによって，社会的に決定されている｡」
(2)「人間とその人格は，活動のなかで活動をとおし
て発達する｡」
こうして，人間は有機体として，行為・認識の主体
として，個性的人格として，社会的に決定されながら，
能動的に自然的・社会的環境と相互作用をとり結びな
がら発達するのである。
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て，個人の内に能動的ほ内化されて新しい人格的質を
実現し，また逆に個人の内的条件が外的条件に反作用
していく，そして新しい発達的環境が形成されるとい
う不断の人格形成，環境創造過程であるといえる(V８１．，
①－Ｓ､２９f、）。
活動はその対象によって区別すれば「人間一事物」
の系の「対象的活動」（活動）と「人間一人間」の系
の「交流的活動」（交流）とに分けることができる．
（V91.,①－s､６２)。協働のなかにこの両者は統一的
に含まれている。人間は活動のなかで社会的諸経験を
習得し，物質的・精神的価値にひきよせられる。また
活動のなかでは職業や労働に関する動機も形成される
し，活動は見解，判断，価値観形成にも寄与する。し
かし活励はおとなや仲間との交流を介してこそ，その
教育的価値を実現することができる。他人との交流は
活動と同じく人格形成にとって不可欠の条件である。
交流によって人間は社会的伝統を習得し，理想を描き，
活励・行為の原型をそこに見出すのである。
協働は課題解決にむけた合目的的活動として組織さ
れる。このなかで集団の構成員間に交流が生じ，そこ
から人格発達に重要な意味をもつ関係(Beziehung)が
できてくるわけである。従来の社会学や社会心理学で
は集団における課題解決活動と集団関係の構成は対立
するもの，またバランスをとって調整するもの，と考
える傾向が強い。しかしこうした考えは非弁証法的で
あり副肩過程の組織化のための有効な理論になりえな
い。
人格の発達は，内的矛盾を克服する自己運動の過程
であり，教育は矛盾を措定し克服させる営みである。
発達は教育的課題と当面はそれをただちに解決できな
い発達水準との外的矛盾が当の本人に内化されて生じ
た内的矛盾を克服する具体的な活動を介して生じる。
達成意志を土台とした活動のなかで，また他人の援助
をも受けながら新しい活動力＝課題解決力が形成され
ていく。新しく形成された活動力は集団関係に矛盾を
ひきおこす。つまりこれまでの集団関係では活動力＝
課題解決力が向上しなくなるので，集団関係の変更が
余儀なくされるわけである。関係は一般にはそれ自身
のためにあるのではなく，課題解決と共同の合目的的
活動の実現のためにあるのである(V91.,①－８．６８）。
３．集団における社会的諸関係の発展 r
以上のことから，訓育過程において協働活動を組織
するさいには「生徒の社会的に有用な活動が，すぐれ
てしかも合目的的組織されればされるほど，そして，
生徒相互の関係が合理的に構成されればされるほど訓
育過程における人格形成の効果が期待される」（⑤－
s１６）といえる。
Ｈ集団における社会化の過程
１．「社会一集団一個人」の関連
すでに述べたように，人格は社会的環境との対決を
とおして発達する。そのさい人間の本質を個人の心理
的過程や個人そのものにのみ求め，個人を社会の上位
においてもならないし，逆に個人を既存の社会に解消
し，社会規施への情緒的一体感を強調してもならない。
個人と社会の関係は正しく捉えられなければならない。
社会は個人の集合体でもなければ，個人は社会の単な
る構成要素ではない。社会が個人を制約し，個人が社
会を制約するのである(V81.,①－s､７０f､,②－s､４８ffb)。
とはいえ，人間，とりわけ成長をとげつつある人間
は「社会」という抽象的なもののなかで単独で生活し
ているのではない。彼が生存するためには，他の人間と
ともに生活しなければならない。つまり人間はこの共
同生活においてのみ生活できるのであるが，その基本
形態は社会集団である。「人間は集団のなかで生活し，
しかも彼らの生存の最初から，他の集団構成員の生活
を必要とするのである｡｣（②－s､57）
集団はそれぞれ独自に屈折しながら，社会の価値体
系，規範，柵造的特質とその発展を反映させている。
そして「人間の人格の社会的決定＝社会化は，ある具
体的な社会集団のなかでの行動，集団のもつ諸条件を
土台とした行動によって実現するのである｡」（②－８．
５８)また，個人も彼がこれまでに獲得してきた人格特
性，発達水準を土台として，彼が所属する集団の柵造
と特性の決定に関与するのである。
こうして「社会一個人」の関係は「社会構造＝集団
構造＝人格構造」という関連を土台として，つまり社
会的諸集団に媒介されて，個人の社会的決定＝社会化
の過程となるわけである。
２．集団における協働の構造
人間とその人格は活動のなかで，活励をとおして発
達する，ということはすでに述べた。活動は集団にお
いては協働(Kooperation)という姿をとる。協働とは
集団がもっている目標・課題を達成・解決しようとす
る共同的実践形態である。協働のなかで人間の社会的
決定性と能動性との間に次のような二重の関連が生じ
る。一つには，協働的行為をとおして，個人の心理が
社会的に決定される。もう一つは，個人は彼がこれま
でに獲得した内的諸条件を協働活動に投入することに
よって，外的諸条件と能動的に対決する，という関連
である。つまり協働のなかで社会的に決定された人格
の主体的・内的条件と客体的・外的条件が統一される
のである。したがって協働過程とは，自然や社会とい
う外的条件が，個人の内的条件との相互作用によって，
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いるという感覚」が形成される。
(4)集団の利益と個人の利益が一致する。
ところで社会心理学的にみれば，集団の本質的事象
は課題解決活動および集団における社会的諸関係の発
展水準，構成原則から生じる人間関係とコミュニケー
ションである(VgL,①－８７４)。また教育学の問題とし
ても,･活動・交流から生じた集団の社会的諸関係は，
訓育の決定的な土台である。教師の技量・力ｉｉｉはいか
なる集団がつくられているか，集団のなかにどういう
関係がつくられているかに大きく左右されるのである。
集団における社会的諸関係は二つの側面から成り立
っている。その一つは共通の目榔を達成させるための
活動によってつくられる関係であり，協働過程にはな
くてはならない関係である。マカレンコは集団におけ
るこうした関係を「組織された生活のなかにいて，一
定の目的にむかって努力している社会成員たちの依存
関係」（③－１９６頁）と呼んだ。すなわち債任感に
よって支えられた相互依存の関係」（⑥－s､84)とで
もいうべきものである。この関係は訓育過程を組織・指
導していくさいの教師の蔽要な手がかりとなる。総会，
班長会，小委員会，日直等々集団が自ら選び出した機
関を中心とした，集団の決議・決定にもとづく活動の
なかで，実行と責任，命令と服従のシステムが機能す
ればするほど，この関係は発展する。そしてマカレン
コもいうようにこうした外的形式が集団生活の本質そ
のものまでも規定するのである（③－２０５頁参照）。
この関係とならぶ社会的諸関係のもう一つの側面は，
共感・反感といった感情をともなう個人的・私的関係
である(V91.,⑥－s､35)。この関係は一方では「相互依
存の関係」に規定され，またそれを規定し返しもする。
この関係は表面化しにくい傾向もあり，系統的指導が
入りにくいといわれる。そういう意味では教師は「相
互共感の関係」を発展させるための条件をつくりださ
なければならないといえる。
集団が発展する過程で，集団における社会的諸関係
はしだいに高い段階へと発展的にくみかえられていく。
高度に発展した関係は，科学的世界観と民主的モラル
によって特徴づけられた関係であり，すべての構成員
が実質的に同等の権利をもって結ばれた関係である。
むろん，「相互依存の関係」と「相互共感の関係」は
統一されながら発展していくことはいうまでもない。
両者の関係が統一されるとき，それは「真の人間的な
関係」になるのであｂ，次のようなメルクマールを示
すのである（V91.,⑥－s､３６ff．）。
（１）他人への関心，注意および他人と喜びや悲しみを
わかち合う構えが確立される。
（２）集団内に孤立したり，挫折したりする子どもやボ
ス，スターはいなくなる。
（３）集団の構成員に「位置判定能力」と「保護されて
Ｗおわりに
人間が周囲世界と相互作用をとり結ぶなかで，人格
は形成される。この過程を社会的決定＝社会化の過程
として「有機体一環境」「主体一客体」「人格一社
会」の三つの関連から論述した。子どもの発達疎外が
叫ばれるなか，子どもを有機的・身辺的に，認識的・
行動的に，人格的・社会的に自立・発達させ能動性を
形成する理論は実践とともにいっそう深められなけれ
ばならない。教育実践は子ども集団を単位として行な
われる。その集団において活動が合目的的に組織され，
関係が合理的に構成されればされるほど，子どもは人
格として，「社会的諸関係の体系のなかの『単位』とし
て，これらの諸関係の現実的な担い手」（⑨－１７１
頁）としてたち現われるのである。
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